
● 京都府立舞鶴勤労者福祉会館

デ ー タ 検 証 公共性 Ｂ 有効性 Ｃ 効率性 Ｂ

、 、課題・問題点等 ・府費負担割合がやや高いが 会議室の利用率が低迷しており

利用料収入が少ないことの影響によるものと考えられる。

・施設、設備の老朽化に伴う改修が必要である。

・建物は舞鶴市役所西支所と合築であり、舞鶴市が指定管理者

となっている。

検 証 結 果 継 続

施設運営等に ・施設の継続が妥当と考えるが、今後、社会経済情勢の変化、

係る意見 施設利用の状況等を踏まえ、施設の将来的なあり方を検討す

ること。


